
人
材
育
成
メ
イ
ド
・
オ
ブ
・
ジ
ャ
パ
ン

　
生
産
現
場
を
支
え
る
モ
ノ
づ
く
り
人
材
の
育
成
が
急
務
に
な
っ
て
い
る
。

激
化
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
や
国
内
市
場
の
縮
小
、
少
子
高
齢
化
に
伴
う
生

産
人
口
の
減
少
な
ど
、
企
業
を
取
り
巻
く
産
業
構
造
や
雇
用
シ
ス
テ
ム
は
大

き
く
変
化
。
日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
の
お
家
芸
で
も
あ
る
「
カ
イ
ゼ
ン
」
や

「
Ｑ
Ｃ

品
質
管
理

」
と
い
っ
た
現
場
発
の
改
革
風
土
を
維
持
、
次
世
代

へ
継
承
す
る
こ
と
さ
え
困
難
に
な
っ
て
い
る
。
政
府
の
２
０
１
３
年
度
「
も

の
づ
く
り
白
書
」
で
は
脆
弱
化
す
る
産
業
基
盤
に
対
す
る
危
機
感
を
「
日

ぜ
い
じ
ゃ
く

本
経
済
を
支
え
て
き
た
製
造
業
の

揺
ら
ぎ

」
と
表
現
し
た
。
日
本
が
将

来
も
技
術
立
国
と
し
て
輝
き
を
放
ち
続
け
る
に
は
、
モ
ノ
づ
く
り
の
屋
台
骨

を
支
え
る
多
様
な
人
材
の
能
力
を
引
き
出
す
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。

改
革
風
土
次
代
へ
ど
う
継
承生産現場支える人づくり急務

世
代
・
企
業
越
え
側
面
支
援
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｍ

ものづくり相談室
　
世
代
や
企
業
の
壁
を
越
え
て
生
産

現
場
を
支
え
る
人
材
育
成
を
側
面
支

援
す
る
「
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｍ
も
の
づ
く
り
相

談
室
」
が
２
０
１
３
年
４
月
の
開
設

か
ら
ま
も
な
く
１
年
を
迎
え
る
。

　
通
信
講
座
の
受
講
者
を
対
象
に
学

習
上
の
疑
問
・
質
問
だ
け
で
な
く
、

日
常
業
務
に
必
要
な
基
礎
知
識
や
現

場
改
善
の
ヒ
ン
ト
な
ど
、
広
く
仕
事

上
の
悩
み
に
、
経
験
豊
富
な
企
業
Ｏ

Ｂ
ら
が
答
え
る
も
の
。
職
場
で
は
リ

ー
ダ
ー
的
な
存
在
で
あ
る

代
か
ら

の
相
談
も
予
想
以
上
に
多
い
と
い

う
。
生
産
に
関
す
る
専
門
知
識
や
業

務
遂
行
能
力
を
備
え
な
が
ら
も
、
部

下
の
指
導
な
ど
職
場
運
営
で
悩
ん
で

い
る
の
が
実
情
の
よ
う
だ
。
知
識
の

確
認
を
す
る
な
ど
「

学
び
直
し

の
機
会
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
」
。
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｍ
通
信

教
育
事
業
本
部
で
は
こ
う
話
し
て
い

る
。

求められるリーダー層

管
理
技
術
・
役
割
意
識
育
て
る

企業が直面する課題のひとつはスキルの底上げに加え、高い改善意欲をどう醸成していくかだ

「検定制度」活用し能力評価も

　
日
本
製
造
業
の
発
展
を
能

力
開
発
を
通
じ
、
側
面
支
援

し
て
き
た
プ
ロ
は
こ
う
し
た

実
情
を
ど
う
見
て
い
る
の
か

―
。
後
述
の
「
生
産
マ
イ
ス

タ
ー
」
総
監
修
者
で
、
日
本

能
率
協
会
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ

東
京
都
港
区

の
斉
藤

彰
一
常
任
顧
問
は
こ
う
語

る
。
「
か
つ
て
の
小
集
団
活

動
の
よ
う
な
相
互
学
習
や
育

成
の
場
を
復
活
さ
せ
た
い
と

考
え
る
企
業
が
増
え
て
い
る

よ
う
に
感
じ
ま
す
。
役
割
に

応
じ
た
現
場
改
善
へ
の
取
り

組
み
を
評
価
し
、
成
長
に
つ

な
げ
る
よ
う
な
体
系
的
な
学

び
の
機
会
を
求
め
て
い
る
の

で
し
ょ
う
」
。

　
品
質
や
コ
ス
ト
、
納
期
、

安
全
と
い
っ
た
モ
ノ
づ
く
り

に
不
可
欠
な
管
理
技
術
と
、

そ
れ
を
発
揮
す
る
原
動
力
と

な
る
階
層
に
応
じ
た
役
割
意

識
や
問
題
意
識
―
。
そ
れ
ら

は
生
産
現
場
を
支
え
る
礎
で

あ
る
か
ら
だ
。

　
モ
ノ
づ
く
り
現
場
を
支
え

る
中
核
人
材
育
成
の
新
た
な

ア
プ
ロ
ー
チ
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
一
般
社
団
法
人
人
材
開

発
協
会

東
京
都
港
区

が

年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
の
が

「
生
産
マ
イ
ス
タ
ー
検
定
制

度
」
。
こ
れ
ま
で
に
４
回
の

試
験
が
実
施
さ
れ
、
延
べ
３

０
０
０
人
以
上
が
受
検
し

た
。

　
同
検
定
制
度
は
日
本
能
率

協
会
グ
ル
ー
プ
が
培
っ
て
き

た
現
場
革
新
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

検
定
制
度
と
し
て
集
大
成
し

た
も
の
。
モ
ノ
づ
く
り
現
場

の
中
核
を
担
う
人
材
育
成
を

目
的
に

管
理
者

第
一
線

の
監
督
者

グ
ル
ー
プ
リ
ー

ダ
ー

若
手
の
四
つ
の
階
層

と
、
品
質
管
理
や
原
価
管

理
、
納
期
・
生
産
管
理
な
ど

五
つ
の
テ
ー
マ
で
構
成
さ
れ

て
い
る
。
階
層
や
テ
ー
マ
に

応
じ
て
必
要
な
実
務
知
識
や

求
め
ら
れ
る
役
割
、
実
行
力

を
、
同
会
認
定
の
通
信
教
育

を
通
じ
て
学
ん
で
も
ら
い
、

学
習
成
果
を
検
定
の
形
で
能

力
評
価
す
る
仕
組
み
だ
。

　
そ
の
通
信
教
育
講
座
が

年
度
、
拡
充
さ
れ
る
。
生
産

管
理
と
Ｉ
Ｅ

イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ア
ル
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ

改
善
技
術

に
関
す
る

基
本
を
学
べ
る
２
コ
ー
ス
が

追
加
さ
れ
た
の
に
加
え
、
講

座
を
通
じ
て
取
得
し
た
知
識

の
定
着
を
促
す
工
夫
も
導

入
。
単
元
ご
と
の
ポ
イ
ン
ト

を
書
き
写
し
な
が
ら
身
に
付

け
て
い
く
「
ラ
ー
ニ
ン
グ
ノ

ー
ト
」
だ
。
Ｉ
Ｔ
時
代
の
現

代
に
、
あ
え
て
「
書
く
」
と

い
う
最
も
慣
れ
親
し
ん
だ
行

為
で
継
続
的
な
学
習
を
後
押

し
す
る
狙
い
と
い
う
。

　
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｍ
の
生
産
マ
イ
ス

タ
ー
通
信
教
育
の
受
講
者
は

１
万
人
を
突
破
し
た
。
ま
さ

に
日
本
製
造
業
の
競
争
力
を

下
支
え
す
る
人
材
で
あ
る
。

　　 ２０１４年 平成２６年 ３月３１日 月曜日 （第２部） 　　 （ ）

　
い
ま
企
業
が
直
面
す
る
課

題
の
ひ
と
つ
は
、
生
産
に
関

す
る
基
本
的
な
知
識
の
習
得

や
ス
キ
ル
の
能
力
底
上
げ
に

加
え
、
高
い
改
善
意
欲
を
ど

う
醸
成
し
て
い
く
か
―
。

　
背
景
に
あ
る
の
は
、
団
塊

世
代
の
大
量
退
職
に
伴
う
熟

練
技
能
者
の
不
足
や
正
社
員

を
前
提
と
し
た
日
本
型
雇
用

シ
ス
テ
ム
の
崩
壊
だ
。
人
材

の
流
動
化
が
進
み
、
各
社
の

生
産
現
場
で
長
年
培
わ
れ
て

き
た
「
暗
黙
知
」
や
企
業
風

土
を
伝
承
す
る
こ
と
は
一

層
、
困
難
に
な
っ
て
い
る
。

　

年
末
の
リ
ー
マ
ン
・
シ

ョ
ッ
ク
を
契
機
に
産
業
界
に

吹
き
荒
れ
た
コ
ス
ト
削
減
の

嵐
は
、
こ
う
し
た
傾
向
に
拍

車
を
か
け
た
。
中
長
期
的
な

視
点
に
立
っ
た
人
材
育
成
に

経
営
資
源
を
投
じ
る
余
力
を

企
業
か
ら
奪
い
取
っ
た
の
で

あ
る
。

　
企
業
は
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
人
材
育
成
に
迫
ら
れ
て

い
る
の
か
―
。
日
本
能
率
協

会
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ
ン
タ
ー

Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｍ

が
行
っ
た
製

造
業
の
人
材
育
成
担
当
者
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、

「
能
力
開
発
」
「
教
育
施

策
」
「
職
場
環
境
」
そ
れ
ぞ

れ
に
お
い
て
課
題
を
抱
え
て

お
り
、
現
場
と
人
事
部
門

で
、
そ
の
捉
え
方
は
異
な
る

よ
う
だ
。

　
例
え
ば
、
「
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
の
向
上
」
や
「
指
導
で

き
る
人
材
の
確
保
」
「
教
育

体
系
の
整
備
」
は
い
ず
れ
も

上
位
に
上
が
る
が
、
現
場
で

は
「
管
理
技
術
の
底
上
げ
」

に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
強
く
、

加
え
て
若
手
や
リ
ー
ダ
ー
層

の
育
成
期
待
も
大
き
い
。

　
と
り
わ
け
人
的
投
資
へ
の

経
営
資
源
が
限
ら
れ
る
中
小

企
業
に
対
し
て
は
、
政
府
も

支
援
策
を
講
じ
て
き
た
。
経

済
産
業
省
・
中
小
企
業
庁
は

自
社
の
製
造
現
場
を
支
え
る

従
業
員
が
外
部
講
習
を
受
講

す
る
際
の
費
用
の
一
部
を
補

助
す
る
事
業
を

年
度
に
実

施
。
国
が
認
定
し
た
講
師
が

行
う
「
指
定
講
習
」
の
受
講

費
用
を
支
援
す
る
も
の
で
、

５
Ｓ

整
理
、
整
頓
な
ど

や
Ｑ
Ｃ
と
い
っ
た
生
産
現
場

に
不
可
欠
な
知
識
習
得
を
目

指
す
も
の
や
、
自
社
内
で
の

技
能
伝
承
の
環
境
整
備
に
関

わ
る
講
習
な
ど
が
全
国
で
行

わ
れ
た
。


